
愛知教育大学教育実践総合センター紀要

第2号, pp. 55~63 (March, 1999)

「情報」理解から表現への基本指導

一説明文「暮らしの中のまるい形」(東書)を例にー

A basic guidance to express our own concepts after understanding some information

Using an essay “Kurashi no naka no marui katachi" as an material
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これまでの国語科の学習においては,<説明文の要旨のまとめ><物語文の心情読み取り><音読や朗

読等における音声化の方法指導>等が中心であり,コミュニケーション能力の育成や「情報」の理解から

表現に結びつける方向が不十分であった。そこで,筆者の主張が論理的にまとめられている説明文教材を

取り上げ,<多面的構造的な思考力の発見である内容面>や,<文章構成,例と考察・図表と説明等の

「表現技術」>等,教材の優れた「論理性」に着目し,それらを焦点化したシンプルな理解学習から,児

童による発信型の表現学習の指導を行っていきたいと考えた。実践では,5つの「段階的な学習過程」を

構成し,<基本から応用学習へのステップ><各段階における評価の観点>を育て,「論理的で個性的な

表現力・思考力」を楽しく身に付けられるようにした。またワークシートや評価カードを活用することに

より,児童の目に見える形で,学習内容の方向,「正確さ」や「個性化」の基本を示し,児童たちの学習

技術(自ら学ぶ力)を高められるようにした。

このような指導は,理解したことや情報を「論理的に構成し,表現する」表現技術の学習である。現在

求められている,他教科や生活経験の発見の中に生かしていく「総合化」的な発展学習への1つのステッ

プとなる学習であると考えられる。

キーワード 情報のモデル・段階的な指導過程・発信型の表現学習

1。説明文,音声言語学習の実態

中央教育審議会答申(平成10年7月),教育課程審

議会答申「中間まとめ」(平成9年11月)等を受けて,

新しい国語科教育の理念と意識が探求され始めている。

特に国語科における指導の中核に「自分の考えをもち,

場面や目的に応じて的確に読み取る力や論理的に適切

に表現する力」の育成がすえられていることは重要で

ある。このような観点から考えると,現在行われてい

る説明文,音声言語の指導は多くの問題点を抱えてい

ると言わざるを得ない。

例えば,説明文の学習では,要旨のまとめが中心で

あり,「形式段落⇒キーワード⇒要約⇒筆者の結論」

という指導観で授業が行われることが多い。この型の

授業は児童たちにとって「受け身」の学習となりやす

く,児童たちが主体的に表現したり,論理的で適切に

表現する方法を学ぶ場とはなりにくい。

また,音声言語学習では,<楽しい活動の場を保証

する><読みを深める><個を生かす>…等といった

観点から,音読・朗読・群読,スピーチ,ディベート

等の試みが盛んに行われている。それらの場では,発

音・発声,抑揚,表情といった音声化の工夫について

の指導は行われているが,相手にわかりやすく伝える

ために,自分の考えをどのように取捨選択し,構成す

ればよいのかという論理的で個性的な「内容構成」の

方法指導は不十分であるのが現状である。文字言語の

学習(作文指導)においても,一貫した論理で自分の

考えをまとめ,相手,場面,目的に応じた作文指導の

方法という面から見れば,そのポイントである「構成」

指導は「はじめ」「なか」「おわり」という形式的な構

成が示される程度に終わっており,生活作文・生活つ

づり方作文と論理的なレポート・説明文の違いなども

極めてあいまいである。

またディベート等,総合的な学習であっても,説明

文や作文等の基本的な指導との関連性や,評価の観点,

言語能力の位置付けがはっきりされないまま行われて

いることが多い。

新しく求められている,このような力を育成するた

めには,説明文,音声言語学習における指導観の転換

が必要であると思われる。特に,説明文の学習と音声

言語学習の関連を中核に,自己表現をいかに効果的に,

論理的に行うかという「発信型」の表現技術を指導す

るという観点が必要である。(注l)

2。学習の改善への視点

(1)「公的な表現技術」と思考方法の指導の必要性

身の回りにあるたくさんの情報の中から,その児童
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らしい情報を選ばせ,それを論理的で個性的に表現さ

せるには,指導者が,情報の整理の方法や判断の仕方

を具体的に指導する必要がある。

情報をただ集めて発信するのではなく,①目的・場

面・相手・条件(時間や分量)等から,②いかに説得

力をもって論理的に個性的に表現するか,③そのため

の「構成方法(何を選び,何を捨てるか)」「公的な表

現技術(レポート・論文型の内容構成の原理)」等の

技術を段階的に指導することが必要である。また,児

童たちの発達段階に合わせて,問題の構図について気

付かせる支援(問題の判断の仕方の指導)をすること

も必要である。

このようにこれまで十分指導されてこなかった「公

的な表現技術」や判断の方法(思考方法)を的確に指

導することにより,児童たちの「情報」活用や表現の

能力は論理的で個性的なものになると思われる。(注2)

(2)説明文教材の特質をどのように生かすか

一国語科としての「情報」のとらえ方一

説明文教材は,筆者の主張について,わかりやすい

例を選び,「公的な表現技術」を用いて論理的にまと

められたものが多い。つまり説明文の「段落」の意味

(キーワードと説明)とその「構成」方法(段落の作

り方と組み合わせ)等は自己表現の総体として考える

ことができるのである。

そのため,国語科では,説明文教材を1つの「情報」

のモデルとしてとらえ,その内容や発想,「情報」の

構成の方法などを,児童たちの「表現」生かすという

観点から焦点化して扱うことができる。

また,先生との会話や連絡事項,教科書等,児童た

ちが日常接する言語の9割は論理的な文章(説明文)

である。それに理科や社会等他教科では,国語の説明

文より,もっと高度な概念操作や情報量のある文章に

接する場合があっても,キーワードの選び方・公的な

文章構成(内容構成)の方法・レポートやスピーチの

基本から個性化への評価の観点等が指導事項になるこ

とはない。

そこで,国語科では,説明文の特質を生かし,音声

言語学習との関連を中心に,情報の論理的な「理解」

「構成」「表現」の基本から応用個性化へのステップ,

学び方(自己評価能力)の方法を指導支援したいと考

える。説明文の学習等を国語科での1ジャンルの指導

としてではなく,他教科の学習にも生きる言語教育の

中核を指導するという観点から考えるのである。

「情報」の正確で個性的な理解と判断,表現方法を

指導するために,説明文という「情報」の中の論理性

を抽出し,児童たちに評価の観点を明確にした自己表

現能力,つまり「生きて働く力」の1つを育てていき

たいと考えた。(注3)

3。実践例

本稿では,説明文の「情報」のモデルとしての特質

を生かし,その理解から児童による情報発信型の「表

現技術」を指導した実践を紹介する。

対象は小学校6年生,36名,担任クラスの児童で

ある。

実践の目的・構成のポイントは以下の3点てある。

1。説明文の学習が,児童による問題の発見や,

「情報」理解・個性的な自己表現に結びつくよう

な学習を組織する。

2.「段階的な学習過程」を構成し,「基礎基本」

を踏まえた論理的で個性的な自己表現力を育て

る。(注4)

3.学習過程における評価の観点を児童に明確に自

覚させ,「生きる力」につながる自己評価能力を

育てる。

実践は7時間構成,概要および学習指導案は次の表

の通り(資料1, 2)である。

<資料1 実践内容の概要>

| ‾'………‾" ‾'‾‾
'<「情報」の理解から表現への基本指導>

一説明文「暮らしの中のまるい形」(東書)を例に~一一一一

_｡‥ _･ゴ

実跨内容の概要

(1)ヌ寸SI

小学校6年2組、36名(担任クラスでの実践)

(2) *女冷オ415

説明文「暮らしの中のまるい形」坂口康(東京書籍・小5上)

※語句の抵抗が少なく、文章構成やキーワードがつかみやすいものをと思い、

下学年の既習の教材を選んだ。

C3) *旨i尊目41嘴

説明文という「情報」の理解から、児童による情報発信型の「表現技術」を指

導するという観点より、以下の5つとする。

①「情報」の正確な理解

②「情報」発信と内容構成、思考力

③「情報」の選択一構成、日常・経験の再発見

④「情報」の伝達の基本と個性化、表現技術の方法

⑤「情報」活用の自己評価能力

(4)授業計画

以下の段階的な学習遇程を構成して、r基礎基本jを踏まえた諭理的で個性的な自

己表現力を育てる。(授業計画7時間)

(5)言語能力育成への支援

① 児童が書いた「説明文読み方カード」を分析ヽ整理して、付けさせたい言語能力

を明確にしつつ、児童の関心・意飲を生かした学習内容を精選する。

②学習の基本と方法(a文章構成やキーワード、b詳しい説明や具体例の書き方、

c話し方や聞き方等)が明確になるようなシンプルなワークシートを用い、「自ら

学ぶ」力や「生きる力」につながる自己評価能力を育てる。
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<資料2 学習指導案>

<「情報」の理解から表現への基本指導>

-一一説明文「暮らしの中のまるい形」(東書)を例にｰ
第6学年国語科学習指導案

平成10年6月17日~25日 指導者 川瀬淳子

2 教材の特色

(1)生活、文化などの中の“円、球の形¨の意味を通して、①人間の心理や行動に与える影響②文
化の豊かな多様性③発想や見方の面白さに気付かせてくれる教材である。

(2)身の回りの「まるい形」の役割、利点が、わかりやすく分析的に説明されているので、児童に

日常を見る目、思考力、分析力をつけさせることができる。
(3)文章構成は「はじめJrなか」「まとめ」のレポート的な構成であり、全体の構成や具体例の

内容がつかみやすい。
(4)文章構成や具体例とまとめとの関係、分析的な説明の仕方が。作文(スピーチ原稿)を書くと

きや、スピーチをする時の参考になる。

3 指導目標

(1)「暮らしの中のまるい形」の内容を「正しく」読み取ることができる。
⇒「情報」の正確な理解

(2)「暮らしの中のまるい形」の文章構成(はじめ・なか・まとめ)や、具体例の分析的な説明の

方法を理解することができる。
⇒「情報」発信と内容構成、思考力

(3)「暮らしの中のまるい形」の「はじめ」「まとめ」に合う具体例を、生活経験から選び、わか

りやすく記述することができる。
⇒「情報」の選択・構成。日驚・経験の再発見

(4)絵や図を用いるなど、説明がわかりやすくなる工夫をしたり、話し方に気を付けながら、友だ

ちによく分かるスピーチをすることができる。
⇒「情報」伝達の基本と個性化、表現技術の方法

(5)自分や友だちのスピ~チの内容・話し方等の評価をすることができる。
⇒「驚報」活用の自己評価能力

4 授業計画(7時間完了)
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学習の流れは,説明文「暮らしの中のまるい形」と

いう「情報」を正しく理解する,その「情報」から,

説明の方法,発想といった,スピーチや作文に役立つ

論理性を抽出する,そしてそれらをスピーチや作文に

結びつけ,音声化,文字化させていくというものであ

る。

具体的な展開については,児童の反応をもとに「段

階的な指導過程Jに沿って紹介することにする。

(1)導入・基礎技術(1時間)

第1時のこの段階では,導入,範読による全文通読,

音読・一斉読という過程の後,「説明文読み方カード」

(省略)を記入させた。このカードの観点は,次の5

つである。

1。おもしろいと思った段落を選びましょう。

2.疑問に思った段落や,詳しく考えてみたい段落

を選びましょう。

3.この説明文を読むために大切だと思うことを書

きましょう。

4.この説明文で,筆者が1番言いたかったことは

何でしょう。

5.説明文の内容に対する自分の感想を書きましょ

う。

この5つの観点から説明文を読むことにより,説明

文(情報)の読み方の基本を意識付けさせるようにし

た。

児童たちが書いたカードを分析すると,この説明文

に対する児童たちの多様な関心や意見を知ることがで

きる。特に,「コロ」について説明された10段落と,

「コロセイム」について説明された15段落は,「おもし

ろいと思った段落」と,「疑問に思った段落」の上位

に入っており,児童たちが関心を持ちつつ,同時に具

体的にはよく分からないという部分であることが分かっ

た。

また,「3,この説明文を読むために大切だと思う

こと」の部分を見ると,文章構成を考える,具体例の

内容や数を考える,意見を持ちながら読む等,説明文

の読み方の観点が定着しつつあることもわかった。

そこで,以後の学習では,具体例の内容を正しく読

み取らせ,説明文の読み方の観点が書き方の観点にも

通じることに気付かせながら,スピーチ,説明という

情報発信の学習につなげていきたいと考えた。

(2)基本学習(2時間)

第2時,第3時の基本学習では,「説明文読み方カー

ド」(省略)のまとめを読み合い,多様な考えや説明

文の読み方について話し合った後,2枚のワークシー

トにより,説明文の内容やその書き方について学習

させた。

ここで使用したワークシートは,内容読み取りのた

めだけのものではなく,「情報」の構造を知り,また

個性を育てるためのステップとして位置付けた。ワー

クシートには,「ステップ国」から「ステップ圓」を

設け,児童たちにも「情報」の読み方,生かし方が明

確に分かるようにした。

第2時に使用したワークシート1(省略)では2つ

のステップを設定した。

[ステップロ]“まるいもの"を挙げてみよう」では

自分がどんな丸い形に関心をもっているのかを考えさ

せた。学習のはじめの段階の関心を,後の情報発信の

学習につなげるきっかけとしてである。

「ステップ[2]全体の組み立て(構成)をつかもう!

キーワードを見つけよう!」では,朝の1分間スピー

チと比較させながら「情報」の構成,具体例の数とキー

ワードをつかませた。「情報」の内容を把握しながら,

論理的な内容構成の方法を知るためである。

そのあと,今日の学習から「わかったこと」「自分

で考えたこと」を書かせ,学習内容の正確な理解,課

題発見のきっかけ,個性的な着眼点へのステップとし

て位置付けた。

第3時に使用したワークシート2(資料3)を挙げ

る。(次頁参照)

ワークシート2では「ステップ[3]「なか」(具体

例)はどのように書き進められているだろう!」を設

定した。ここでは自分のスピーチや作文の参考にする

という観点から,説明文の「具体例」がどのように書

き進められているかを学習させた。

ワークシートでは,具体例のポイントを( )抜

きにし,穴埋めさせる過程で,具体例が分析的に述べ

られていることに気付かせた。また,イラストを3カ

所書かせることによって,絵や図を用いることがわか

りやすく説明するために有効な方法であることにも気

付かせた。

このように基本学習では,「情報」の構造や伝達の

方法を知るという観点から内容を読み進めた。ここで

学んだ観点は,児童が実際にスピーチをしたり,スピー

チ原稿を書くときに役立つ観点として位置付けていっ

た。

また,指導内容を絞ったシンプルなワークシートを

用いることにより,学習の基本と方法が明らかになり,

各時間の学習の目標を児童たちにはっきりと自覚させ

ることができた。

(3)応用・個性化学習(2時間)

第4時,第5時の応用・個性化学習では,これまで

に学習した「情報」の構造や伝達の方法を生かして,

スピーチ原稿を書く学習に取り組ませた。具体的には

「暮らしの中のまるい形」の文章構成と,「はじめ」

「まとめ」を書き直したものを利用し,詳しくわかり

やすい具体例を記述するという活動である。

初めに,教材の発想の良さを生かした支援を行うた

めに,「丸い形」の特徴を分類した「資料」(資料4)

を配付した。(次頁参照)
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<資料3 基本学習で使用した読み取りの「ワークシート2」児童の記述例(実物はB4判)>

「
暮
ら
し
の
中
の
ま
る
い
形
」

<資料4 応用・個性化学習で使用した「資料」
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「資料」で挙げている「1,形が便利」「2,道具

として役立つ大切な条件を持つ」「3,みんなを平等

にする」という特徴は,説明文の具体例として挙げら

れているものの特徴を分類したものである。また「4,

心をつなげる」「5,形がおもしろい」「6,その他」

の特徴はワークシート1の[ステップロ]」や「説明文

読み方カードのまとめ」で話題になったことをもとに

作成した。

この「資料」によって,児童たちは丸い形の特徴を

容易に分類することができ,この観点に従って丸い形

を楽しく探すことができた。

ワークシート3(資料5)の「ステップ団 実際に

具体例を書いてみよう」では,実際に具体例を選ばせ,

「資料」を参考にさせながら,その特徴や,丸い形で

ある理由について考えさせた。

させた。

「ステップ圓 スピーチ原こうを書こう!」ではス

ピーチ原稿の具体的な書き方を説明するためにワーク

シート4(省略)を用意した。

そこでは「はじめ」「まとめ」は教材を書き直した

ものをそのまま使うものとし,「なか1,2」の書き

方は教材の書き方のよいところを取り上げ説明した。

その後「スピーチ原稿の下書き」(省略)に取り組

ませ,18 0字の具体例を2つ書かせた。推敲は個別

指導で行い,「「なか」と「まとめ」との整合性はある

か」「1段落1事項となっているか」「「なか」の記述

はわかりやすいか」という観点から添削した。

「スピーチ原稿の清書」(資料6)では,原稿の下

段に「自由メモ欄」を設け,キーワードや話し方の工

夫などのメモをさせた(次頁参照)。そこでは,これ

<資料5 応用・個性化学習で使用した「ワークシート3」(スピーチ原稿の設計)児童の記述例(実物はB4判)>

資料5の児童は「まるいもの」として,麺棒と,リ

コーダーの穴を選んだ。そして「まるい形(円)の特

ちょう」の欄では,形が便利の1番に丸をつけ,「な

ぜまるい形だとよいのか」は,他の形と比較しながら,

図や吹き出しも入れて説明している。

このような設計をもとに,スピーチ原稿の下書きを

関
田
関
関
円
門
�
固

「
暮
ら
し
の
中
の
ま
る
い
形
」

までの学習をもとに,友だちにわかりやすく伝えるた

めにはどんなことに気を付けたらよいのかを考えさせ

た。児童たちはキーワードを強調することや,思考の

ステップをゆっくりていねいに説明すること等を書き

込んでいた。また,その説明がわかりやすくなるよう

に,図も2つ用意させた。
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<資料6 応用・個性化学習で使用した「スピーチ原稿の清書」児童の記述例(実物はB4判)>

(実物はB4判)>

芙(4)評価学習(2時間)

<資料7 評価学習で使用した「スピーチ評価カード」児童の記述例
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第6時,第7時の評価学習では,「スピーチ発表会」

を行った。児童が説明文の学習により,収集し,構成

した「情報」を,相互に評価しながら発表する活動で

ある。そこでは「評価カード」(資料7)を用意し,

わかりやすいスピーチの方法について意識させながら

取り組ませた(前頁参照)。

評価カードでは,スピーチの内容,話し方,聞き方

という3つの観点から合計10個の項目を挙げたが,毎

朝の「1分間スピーチ」等で,ある程度日常的に身に

付けさせている観点であるため,児童たちは抵抗なく

取り組むことができた。

児童たちが説明した「まるい形」とその説明の方法

はどれもその児童らしく,ふだんの関心がとてもよく

表れていた。「題名」は楽しく工夫され,「なか1」,

「なか2」はその他の形と比較しながら説明されたも

のが多かった。また自然界の丸い形を取り上げたもの

もおり,それらの児童はまとめを自分なりに書き直し

ていた。わかりやすく説明するための図表等もよく工

夫されており,聞き手の児童たちは発表者の個性的な

スピーチを楽しんでいた。

(5)まとめ

発表会終了後は,今回学習したことを,今後の作文

やスピーチに生かしていくとよいことを話し,学習全

体のまとめ,学習内容・方法の「一般化」を行った。

4。実践の考察

実践の成果は大きく言うと,次の3点であると考え

られる。

(1)説明文の学習を晴報発信型の表現学習に結びつ

けたことは,丸い形の意味を分析的に発見してい

くという教材の思考方法に従って,日常や経験を

再発見させることができ,また文章構成,例と考

察・図表と説明等の「表現技術」を楽しく学ばせ

ることができた。

(2)「情報」の理解から表現への「段階的な学習過

程」は,基本から応用学習・評価の観点の指導を

無理なく行うことができ,「基礎基本」を踏まえ

た論理的で個性的な自己表現力を楽しく育てるこ

とができた。

(3)「説明文読み方カード」や,指導内容のポイン

トを絞ったシンプルなワークシートは,学習の基

本と方法を明確にし,児童の目に見える形で学習

内容の方向,「正確さ」や「個性化」の基本を示

すことができた。これらは児童の関心・意欲を生

かしながら,「生きる力」につながる自己評価能

力を育てていく有効な手段であると言える。

以下,学習後の児童たちの感想を紹介する。感想は

分類すると,大きく次の3点に分けられる。具体的な

感想例も挙げる。

(1)「情報」を読んだり,集めたりするのが楽しか

つた。

①「「ああそういえば」とか「なるほど」と思うこ

とが多かった。」

②「なぜ丸いとよいのかを考えたり,他の形ではい

けないわけを考えると楽しい。」

③「この説明文の勉強は5年生の時に1度やったは

すなのに,今回の勉強の仕方で新しく知ったこと

がたくさんあって,自分でもびっくりした。」

(2)学習の方法がよく分かった。個性的な表現に自

信を待った。

①「説明文の読み方や書き方がよくわかった。」

②「スピーチのまとめ方やわかりやすい説明の方法

がわかった。」

③「説明の方法を工夫したらみんなが喜んでくれて

うれしかった。」

(3)友だちの個性がわかった。自分の個性はどうか。

①「選んだ例を見ると,一人ひとりの個性がわかる

気がして楽しかった。」

②「みんな自分では考えられない世界を持っている

んだね。」

③「おもしろい意見や発見がいっぱいだった。自分

の意見はどう思われているのかな。」

このように説明文という「情報」の理解から,児童

による「情報」の発信へと結びつけた学習は,論理的

で個性的な表現力を育て,楽しい学習活動を実現する。

また,基本から応用学習へのステップや,各段階の評

価の観点等を明らかにしたことは,一見,自由な活動

という形で児童に任せる学習よりも,逆に楽しく個性

的な学習活動になるということもわかった。

児童一人ひとりの個性を大切にしながら,「生きる

力」につながる「論理的で個性的な表現力」を育てる

ために,説明文の特質をとらえ,学習過程,学習技術

を考えていくことは,今後,非常に重要である。

5。おわりに

複数の教科を間連させた「総合化」に向けて,国語

科では「場面」や「目的・相手意識」の判断を含んだ

「国語科コミュニケーション能力の育成」「論理的で個

性的な表現技術の指導と支援」の必要性が,とりわけ

重視されている。

今後は,表現学習として焦点化しやすい説明文の教

材開発や,それらの学習で学んだ観点を他教科や生活

経験の発見の中に生かしていく「総合化」的な発展学

習の段階(レポート作成と発言,評価)の学習活動の

開発が求められるものと考えられる。

児童たちの関心・意欲を分析しつつ,21世紀社会を

生きるために必要な諸能力を,楽しく身に付けさせる

ことができるよう実践的な研究を重視していきたい。

なお,本稿における実践部分は,平成10年8月2日

(日)に行われた第61回日本国語教育学会・全国大会
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[小学校・スピーチ・説明 <聞<・話す>分科会・

於,国立教育会館]での研究発表「く「情報」の理解

から表現への基本指導>一説明文「暮らしの中のま

るい形」(東書)を例にー-」(川瀬淳子報告)の一部

である。8頁という本紀要の紙面の関係上,児童の身

に付く「学習技術」として開発したワークシートやそ

の成果と考察,結果として児童のまとめた論理的なレ

ポート・スピーチの状況等についての詳細は割愛せざ

るを得なかったことをお断りする。
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